
2024 年 12 月 2 日 
お客様各位 
 

関⻄エアポートテクニカルサービス株式会社 
 

【重要】請求書の表記方法変更について 
 

拝啓 平素より弊社サービスに格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、10 月にご案内しましたとおり今回(2024 年 11 月分)より請求書の表記方法を下記の内容に統一させていた

だきます。 
これは弊社が利用する電気通信事業者の課金システムの変更に伴うものであり、弊社サービスをご利用中のお客

様におかれましては大変ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解を賜りご了承いただきますようお願い申し上げ
ます。 

敬具 
記 

1. 表記方法の統一について ※詳細は別紙をご参照ください 
① 請求書鑑へのご利用対象期間の記載を無くし、内訳書内に記載いたします 
② 通話料は発信元電話番号（ダイヤルイン）に紐づいた回線番号に集約して記載いたします 

 
変更対象 現状(〜10 月分) 新フォーマット(11 月分〜) 詳細 
ご利用対象期間の記載場所  請求書の鑑 請求書の内訳書 別紙１ 
通話料の記載方法 回線番号毎 発信元電話番号（ダイヤルイン）に集約 別紙２ 
 

以上 
 

 
 

  

本件に関するお問い合わせ先： 事業部 関空営業課  sales@tech.kansai-airports.co.jp 
                          電話：072-455-4903（島内内線：5-4903） 



別紙１ 
請求書鑑へのご利用対象期間の記載を無くし、内訳書内に記載いたします。 
 
【鑑イメージ】 

 
 
 
【内訳イメージ】 

 
 
  

内訳書内にご利用対象期間を記載するよう変更 



別紙２  
通話料は発信元電話番号（ダイヤルイン）に紐づいた回線番号に集約して記載いたします。 
※異名義回線間で内線代表を構築される場合であっても通話料は発信元電話番号へのご請求となります 
 

   
 

 

例） A1550001:ダイヤルイン有、代表親番号

A1550003:ダイヤルイン有、代表子番号②
※現状と変更ございません

A1550002:ダイヤルイン無、代表子番号①
通話料はA1550001に集約されます

A1550004:ダイヤルイン有、単独
※現状と変更ございません

現状（〜10⽉分） 新フォーマット(11⽉分〜)
A55xxxxの請求書(内訳書) A55xxxxの請求書(内訳書)
サービス種別 回線番号 料金名称 料金 サービス種別 回線番号 料金名称 料金
電話 A1550001 加入電話 3,250 電話 A1550001 加入電話 3,250

国内通話料 100 国内通話料 300
国際通話料 400 国際通話料 700
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 800 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 800

A1550002 加入電話 3,250 A1550002 加入電話 3,250
国内通話料 200
国際通話料 300

A1550003 加入電話 3,250 A1550003 加入電話 3,250
国内通話料 300 国内通話料 300
国際通話料 200 国際通話料 200
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 800 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 800

A1550004 加入電話 3,250 A1550004 加入電話 3,250
国内通話料 400 国内通話料 400
国際通話料 100 国際通話料 100
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 800 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 800

17,400 17,400(合計) (合計)

通話料はA1550001に集約されます

※現状と変更ございません

※現状と変更ございません


